









This paper first deals with the meaning of “saying Yes”. It also asks if the things to which we say 
“Yes” are “good” (and if “saying Yes” is “good”). As a result, the meaning of “saying Yes to our 
life” or “saying Yes to the reality in the world” becomes clearer. The result shows how difficult 
such a “Yes” is, and finally it explores how we can realize it. 
 
Ⅰ．はじめに 




る二つのものがある。一つは 1946 年 3 月及び 4 月にウィーンで行われた三つの連続講演
を収めた作品。2もう一つは、我が国では『夜と霧』の名で知られている作品『Ein Psycholog 




















2 FRANKL, Viktor E., …Trotzdem Ja zum Leben sagen. Drei Vorträge, Franz Deuticke, Wien, 1947.
（以下、「FRANKL1947」と略記。）  
3 フランクル、ヴィクトール・E、『夜と霧 新版』、みすず書房、2002 年、166 頁（「訳者あとがき」）  
4 アウシュヴィッツ第二強制収容所が建設されたビルケナウの、その周辺の森ビルケンヴァルトを舞台
に、時代の異なる三人の哲学者（スピノザ、ソクラテス、カント）ほかを登場人物とする哲学的戯曲。  
5 FRANKL, Viktor E., …Trotzdem Ja zum Leben sagen. Ein Psychologe erlebt das 

























                                                  
6 両作品から窺われるフランクルの姿勢と思想は好意的に受容されているようである。我が国の場合で
言えば、NHK の番組「100 分 de 名著」で『夜と霧』が取り上げられている（2012 年 8 月及び 2013 年
3 月）事実からもその点は窺われる。  




題―」（『學苑 人間社会学部紀要』、第 844 号、昭和女子大学、2011 年、45～59 頁））の中でも、彼
が好意的に取り上げられている。また、彼の件の連続講演の和訳『それでも人生にイエスと言う』（春秋

















































 （例：提出書類に不備が無いことを確認して、「OK です」と言う時） 
・D：（積極的に認めるわけではないが）そのまま認める 
 （例：本当はそうでもないけれども、「まあいいか」と思う時） 










こう見ると、例の親の態度は D に該当することが分かる。では、すると、この時の D






・①良いパソコン   …すなわち、優れたパソコン 
・②善い行い   …すなわち、道徳的な行い 
・③好い気持ち   …すなわち、快い気持ち 
・④佳いお日柄   …すなわち、おめでたいお日柄 
この内、特に注目したいのが①②③であり、これらは次のようにはっきり区別出来る。 
・①良い：優良な・出来がいい （⇔ 劣悪な・出来が悪い） 
・②善い：善良な・道徳的な （⇔ 邪悪な・非道徳的な） 





















                                                  
11 疑問その 2 を巡る以下の議論（①～⑦よいを説明する議論）は、次の拙稿（の１－３）に基づく。「よ
く生きるとはどう生きることか―幸福についての試論―」（『國學院大學紀要』第 52 号、2014 年、


















































・「A の否定」としての D は、「喜んでではないけれどもそのまま認める」、となる。 
・「B の否定」としての D は、「正しくないけれどもそのまま認める」、となる。 













































































                                                  














































































17 FRANKL1947, p.39. cf. id., op. cit., p.26; FRANKL1977, p.104 
18 cf. FRANKL1947, pp.16-19 
19 cf. id., op. cit., p.19, 62; FRANKL1977, p.117f. 
なお、それ故に彼は―註 7 でも少し触れたが―そもそも我々が生きる意味を問題にするのは適切
ではないとも見做している。cf. FRANKL1947, p.19, 62; FRANKL1977, p.117 
20 e.g. FRANKL1947, p.27, 30, 34, 62, 76, 88f.; FRANKL1977, p.118 
21 FRANKL1947, p.27 
22 id., op. cit., p.16 
23 cf.「実際、我々には幸福など決して問題ではなかった―我々を持ちこたえさせたもの、我々の苦悩
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ると共にその曖昧さに言わば足を引っ張られてもいるように、筆者には思われる。註 7 も参照のこと。  
25 FRANKL1947, p.40; FRANKL1977, p.119 
26 FRANKL1947, p.34, 39f. 
27 なお、彼は、幸福は目標ではなく責任を果たした結果に過ぎないと考えている。cf. id., op. cit., p.18  
28 id., op. cit., p.34 




























                                                  
30 cf. id., op. cit., p.11 
31 cf. id., op. cit., p.12f., 70f. 
但し、他方では次のような指摘もある。「実際、生きる意味が見いだせなくて悩む人を導き、自らそれ
を発見させるフランクルのロゴセラピーは、『どんな人生にも生きる意味がある』ということを発見させ
るのである。」（佐藤透、『人生の意味の哲学 時と意味の探求』、春秋社、2012 年、18 頁）  
ただ、このような指摘があるからといって、「責任を果たし続けることで誰もが本当に《第六》に該当
することが出来る」と本当に認めても構わないのかどうかは、また別の話だろう。  










































                                                  
34 この点を誤解して、所謂「運命論者」となって未来への努力を放棄すると、破滅的となる。  
なお、フランクルもまた、「運命（Schicksal）」という語を用いながら、それにあっさりと飲み込まれ
るのではなく「人事を尽くす」という本稿と似た考えを提示している（e.g. id., op. cit., p.41f., 61f., 83. 
cf. id., op. cit., p.72; FRANKL1977, p.101f.）。尤も、彼の場合は、こうした考えを支えているのが、件
の「180 度転回」した態度であるようにも窺われるが、しかし少なくとも、本稿の立場はそうではない。  
もう一点注意しておけば―先に彼の考え方に対して本文で提示した「気になる点」（の例えば最初の
もの）からも窺われるだろうが―筆者は現在～未来に対して彼のような仕方で「人事を尽くす」こと
が望ましいことだとは必ずしも考えていない。これについては前掲（註 11、14）の拙稿も参照。  
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38 例えば、別のあり方を望むことの不合理を理解することで、このやり方は、フランクルのやり方に対
する既述の「気になる点」の、少なくとも第一・第四・第五の解決（解消）を促すように思われる。  
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